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（百万円未満切捨て） 

１．平成26年３月期第２四半期の業績（平成25年４月１日～平成25年９月30日） 

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年３月期第２四半期 3,711 6.7 223 26.3 230 26.4 138 56.5 

25年３月期第２四半期 3,477 9.2 176 37.8 182 22.7 88 3.0 

 

 

１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり 

四半期純利益 

 円  銭 円  銭 

26年３月期第２四半期 69.00 － 

25年３月期第２四半期 44.09 － 

 

(2) 財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

26年３月期第２四半期 5,194 3,181 61.2 

25年３月期 5,235 3,098 59.2 

（参考）自己資本    26年３月期第２四半期  3,181百万円   25年３月期  3,098百万円 

 

２．配当の状況 

 

年間配当金 

第１ 

四半期末 

第２ 

四半期末 

第３ 

四半期末 

期  末 合  計 

 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 

25年３月期 － 0.00 － 28.00 28.00 

26年３月期 － 0.00    

26年３月期(予想)   － 35.00 35.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：無 

 

３．平成26年３月期の業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通      期 7,500 4.7 450 19.3 460 12.4 295 21.7 147.10 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：無 

 



※ 注記事項 

 

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 

 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

②  ①以外の会計方針の変更 ：無 

③  会計上の見積りの変更 ：無 

④  修正再表示 ：無 

 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期２Ｑ 2,005,400株 25年３月期 2,005,400株 

②  期末自己株式数 26年３月期２Ｑ 73株 25年３月期 73株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期２Ｑ 2,005,327株 25年３月期２Ｑ 2,005,350株 

 

 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四

半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了して

おります。 

 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありま

せん。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、欧州の債務問題や米国財政問題、原油価格の高

騰等による海外景気の下振れが、引続き国内景気を下押しするリスクとしてあるものの、政府によ

る経済・金融政策を背景とした円安、株高が継続し、企業の景況感や消費者マインドは改善傾向に

あり回復基調で推移いたしました。 

当業界においては、ソフトウェア開発における短納期化及び低コストの常態化が継続しておりま

すが、スマートフォンやタブレット端末の継続的な市場規模の拡大に加え、それに伴うモバイルデ

ータトラフィックへの対応や、社会インフラ、エネルギー等の成長分野における需要拡大、クラウ

ド・コンピューティングの進展により、ＩＴ投資需要は堅調に推移しております。 

このような状況下、当社は業界のニーズに対応すべく今後の進展が見込まれる分野への案件獲得

に注力すると共に、リピートオーダーの確保や新規顧客の開拓に向け、積極的な受注活動を推し進

めてまいりました。受託開発においては、Ｗ字モデルの開発手法を取り入れた「当社標準開発モデ

ル」やソフトウェアの構造分析を行う「リバースエンジニアリングサービス」の活用等により品質

の向上を図ると共に、ＯＳＳの活用や部品化の徹底、強化等により生産性向上を図ってまいりまし

た。また、ＳＩサービス（構築・保守・運用サービス）や中小規模のコールセンターを高機能・低

コスト・短納期で構築可能な「Ｃｙｂｅｒ－Ｓｍａｒｔ ＣＴＩ」を中心とするプロダクト並びに、

ソフトウェア資産を有効活用し安価・短期間・高品質に新プラットフォームへの移行を実現する

「マイグレーションサービス」等の販売強化にも努めてまいりました。 

さらに、営業統括部門を新設し、全社横断的な営業戦略実現に向けた体制強化に努めてまいりま

した。 

以上の結果、当第２四半期累計期間における経営成績は、売上高37億11百万円（前年同期比6.7％

増）、営業利益２億23百万円（前年同期比26.3％増）、経常利益２億30百万円（前年同期比26.4％

増）、四半期純利益１億38百万円（前年同期比56.5％増）となりました。 

 

当第２四半期累計期間におけるセグメント別の業績は以下のとおりであります。 

(ソフトウェア開発事業) 

当社の主力事業でありますソフトウェア開発事業は売上高28億42百万円（前年同期比4.0％増）、

営業利益３億68百万円（前年同期比0.6％増）となりました。 

通信ソフトウェア開発は、ネットワーク構成をソフトウェアで動的に設定・変更できるＳＤＮ関

連のシステム開発案件、ＬＴＥ網やＩＰネットワーク網を支える伝送装置、ネットワーク網監視シ

ステム、ルータ、スイッチの開発案件等を受注いたしました。制御ソフトウェア開発は、車載シス

テム、半導体制御装置、工業用機械制御装置の開発案件等を中心に受注いたしました。また、業務

ソフトウェア開発は、ＥＣサイト構築、電子カルテ等の医療系、エネルギー関連のシステム開発案

件等を受注いたしました。 

 

(サービス事業) 

サービス事業は売上高８億68百万円（前年同期比16.9％増）、営業利益１億７百万円（前年同期

比25.1％増）となりました。クラウド化やネットワーク網増強の潮流、ＢＣＰ（事業継続計画）対

策の需要拡大を受け、ＳＩサービス（構築・保守・運用サービス）では、クラウド基盤の構築やデ

ータセンターの運用案件、基地局、ネットワーク網の設計・評価案件等を受注いたしました。 

さらに、「Ｃｙｂｅｒ－Ｓｍａｒｔ ＣＴＩ」を中心とするプロダクトや「マイグレーションサー

ビス」等の販売も拡大いたしました。 
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(2)  財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

当第２四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べて41百万円減少（0.8％減）し51億

94百万円となりました。その内訳は、流動資産が30百万円減少（0.7％減）し44億47百万円となり、

固定資産が10百万円減少（1.4％減）し７億47百万円となったことによるものであります。 

 

（負債） 

当第２四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べて１億23百万円減少（5.8％減）し

20億13百万円となりました。その内訳は、流動負債が１億49百万円減少（14.1％減）し９億13百万

円となり、固定負債が26百万円増加（2.4％増）し11億円となったことによるものであります。 

流動負債減少の主な要因は、未払費用の減少26百万円、未払法人税等の減少23百万円、賞与引当

金の減少38百万円によるものであります。 

 

（純資産） 

当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べて82百万円増加（2.7％増）し31

億81百万円となりました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度

末に比べて１億75百万円減少（17.2％減）し８億44百万円となりました。 

営業活動により支出した資金は、８百万円（前年同四半期は１億８百万円の獲得）となりました。

これは主に、税引前四半期純利益が２億30百万円、賞与引当金の減少39百万円、売上債権の増加40

百万円、法人税等の支払額94百万円によるものであります。 

投資活動により支出した資金は、１億10百万円（前年同四半期は３億６百万円の支出）となりま

した。これは主に、ＣＭＳ（キャッシュ・マネジメント・システム）への短期貸付によるものであ

ります。 

財務活動により支出した資金は、56百万円（前年同四半期は47百万円の支出）となりました。こ

れは、配当金の支払によるものであります。 

 

(3)  業績予想に関する定性的情報 

平成26年３月期の業績予想につきましては、平成25年５月８日発表の業績予想のとおり変更あり

ません。 

今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

該当事項はありません。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

 

当第２四半期累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

該当事項はありません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 

当第２四半期累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

該当事項はありません。 
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